
高等学校学習指導要領 平成 30年告示

第６節 保健体育

第１款 目標

体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習

過程を通して，心と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かな

スポーツライフを継続するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解する

とともに，技能を身に付けるようにする。

(2)運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考

し判断するとともに，他者に伝える力を養う。

(3)生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，

明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

第２款 各科目

*********************************

第２ 保健

１ 目標

保健の見方・考え方を働かせ，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，生涯を

通じて人々が自らの健康や環境を適切に管理し，改善していくための資質・能力を次のと

おり育成する。

(1)個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに，技能を身に付け

るようにする。

(2)健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断

するとともに，目的や状況に応じて他者に伝える力を養う。

(3)生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し，明るく豊かで

活力ある生活を営む態度を養う。

２ 内容

(1)現代社会と健康について，自他や社会の課題を発見し，その解決を目指した活動を通し

て，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 現代社会と健康について理解を深めること。

(ｱ)健康の考え方

国民の健康課題や健康の考え方は，国民の健康水準の向上や疾病構造の変化に伴って変わ



ってきていること。また，健康は，様々な要因の影響を受けながら，主体と環境の相互作

用の下に成り立っていること。健康の保持増進には，ヘルスプロモーションの考え方を踏

まえた個人の適切な意思決定や行動選択及び環境づくりが関わること。

(ｲ)現代の感染症とその予防

感染症の発生や流行には，時代や地域によって違いがみられること。その予防には，個人

の取組及び社会的な対策を行う必要があること。

(ｳ)生活習慣病などの予防と回復

健康の保持増進と生活習慣病などの予防と回復には，運動，食事，休養及び睡眠の調和の

とれた生活の実践や疾病の早期発見，及び社会的な対策が必要であること。

(ｴ)喫煙，飲酒，薬物乱用と健康

喫煙と飲酒は，生活習慣病などの要因になること。また，薬物乱用は，心身の健康や社会

に深刻な影響を与えることから行ってはならないこと。それらの対策には，個人や社会環

境への対策が必要であること。

(ｵ)精神疾患の予防と回復

精神疾患の予防と回復には，運動，食事，休養及び睡眠の調和のとれた生活を実践すると

ともに，心身の不調に気付くことが重要であること。また，疾病の早期発見及び社会的な

対策が必要であること。

イ 現代社会と健康について，課題を発見し，健康や安全に関する原則や概念に着目して解

決の方法を思考し判断するとともに，それらを表現すること。

(4)健康を支える環境づくりについて，自他や社会の課題を発見し，その解決を目指した活

動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 健康を支える環境づくりについて理解を深めること。

(ｱ)環境と健康

人間の生活や産業活動は，自然環境を汚染し健康に影響を及ぼすことがあること。それら

を防ぐには，汚染の防止及び改善の対策をとる必要があること。また，環境衛生活動は，

学校や地域の環境を健康に適したものとするよう基準が設定され，それに基づき行われて

いること。

(ｲ)食品と健康

食品の安全性を確保することは健康を保持増進する上で重要であること。また，食品衛生

活動は，食品の安全性を確保するよう基準が設定され，それに基づき行われていること。

(ｳ)保健・医療制度及び地域の保健・医療機関

生涯を通じて健康を保持増進するには，保健・医療制度や地域の保健所，保健センター，

医療機関などを適切に活用することが必要であること。また，医薬品は，有効性や安全性

が審査されており，販売には制限があること。疾病からの回復や悪化の防止には，医薬品

を正しく使用することが有効であること。



(ｴ)様々な保健活動や社会的対策

我が国や世界では，健康課題に対応して様々な保健活動や社会的対策などが行われている

こと。

(ｵ)健康に関する環境づくりと社会参加

自他の健康を保持増進するには，ヘルスプロモーションの考え方を生かした健康に関する

環境づくりが重要であり，それに積極的に参加していくことが必要であること。また，そ

れらを実現するには，適切な健康情報の活用が有効であること。

イ 健康を支える環境づくりに関する情報から課題を発見し，健康に関する原則や概念に着

目して解決の方法を思考し判断するとともに，それらを表現すること。

３ 内容の取扱い

1)内容の(1)のアの(ｳ)及び(4)のアの(ｲ)については，食育の観点を踏まえつつ，健康的な

生活習慣の形成に結び付くよう配慮するものとする。また，(1)のアの(ｳ)については，が

んについても取り扱うものとする。(2) 内容の(1)のアの(ｳ)及び(4)のアの(ｳ) について

は，健康とスポーツの関連について取り扱うものとする。

(3)内容の(1)のアの(ｴ)については，疾病との関連，社会への影響などについて総合的に取

り扱い，薬物については，麻薬，覚醒剤，大麻等を取り扱うものとする。
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第２節 各科目の目標及び内容

「保健」

１ 性格

少子化や情報化など社会の急激な変化による近年の児童生徒の成育環境や生活行動の変

化，国民の疾病構造等の変化に関わって深刻化している心の健康，食生活をはじめとする

生活習慣の乱れ，生活習慣病など，薬物乱用，性に関する問題など現代社会における健康

・安全の問題は多様化しており，児童生徒のみならず国民全てにとって心身の健康の保持

増進が大きな課題となってきている。

これらの問題に対処するためには，ヘルスプロモーションの考え方を生かし，健康に関

する個人の適切な意思決定や行動選択及び健康的な環境づくりの重要性について理解を深

めるとともに，生涯の各段階における健康課題への対応と保健・医療制度や地域の保健・

医療機関の適切な活用及び社会生活における健康の保持増進について理解できるように

し，心身の健康の保持増進を図るための思考力，判断力，表現力等や健康を大切にし，明

るく豊かに生活する態度などの資質や能力を育成することが重要である。

「保健」は，これらの健康・安全に関する基礎的・基本的な内容を生徒が体系的に学習

することにより，健康課題を認識し，これを科学的に思考・判断し，適切に対処できるよ

うにすることをねらいとしており，生涯を通じて健康で安全な生活を送るための基礎を培

うものである。

したがって，「保健」の指導に当たっては，健康課題を解決する学習活動を重視して，

思考力，判断力，表現力等を育成していくとともに，「保健」で身に付けた知識及び技能

を生かすことができるように健康に関する関心や意欲を高めることが重要である。

２ 目標

保健の見方・考え方を働かせ，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，生涯を

通じて人々が自らの健康や環境を適切に管理し，改善していくための資質・能力を次のと

おり育成する。

(1)個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに，技能を身に付け

るようにする。

(2)健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断



するとともに，目的や状況に応じて他者に伝える力を養う。

(3)生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し，明るく豊かで

活力ある生活を営む態度を養う。

３ 内容

(1) 現代社会と健康

（1）現代社会と健康について，自他や社会の課題を発見し，その解決を目指した活動を

通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 現代社会と健康について理解を深めること。

（ｴ）喫煙，飲酒，薬物乱用と健康

喫煙と飲酒は，生活習慣病などの要因になること。また，薬物乱用は，心身の健康や

社会に深刻な影響を与えることから行ってはならないこと。それらの対策には，個人や

社会環境への対策が必要であること。



ア 知識

（ｴ）喫煙，飲酒，薬物乱用と健康

㋐ 喫煙，飲酒と健康

喫煙や飲酒は，生活習慣病などの要因となり心身の健康を損ねることを理解できるよ

うにする。その際，周囲の人々や胎児への影響などにも触れるようにする。

また，喫煙や飲酒による健康課題を防止するには，正しい知識の普及，健全な価値観

の育成などの個人への働きかけ，及び法的な整備も含めた社会環境への適切な対策が必

要であることを理解できるようにする。その際，好奇心，自分自身を大切にする気持ち

の低下，周囲の人々の行動，マスメディアの影響，ニコチンやエチルアルコールの薬理



作用などが，喫煙や飲酒の開始や継続の要因となることにも適宜触れるようにする。

㋑ 薬物乱用と健康

コカイン，MDMAなどの麻薬，覚醒剤，大麻，など，薬物の乱用は，心身の健康，社会

の安全などに対して深刻な影響を及ぼすことから，決して行ってはならないことを理解

できるようにする。その際，危険ドラッグの問題があることにも適宜触れるようにする

。

また，薬物乱用を防止するには，正しい知識の普及，健全な価値観や規範意識の育成

などの個人への働きかけ，及び法的な規制や行政的な対応など社会環境への対策が必要

であることを理解できるようにする。その際，薬物乱用の開始の背景には，自分の体を

大切にする気持ちや社会の規範を守る意識の低下，周囲の人々からの誘い，断りにくい

人間関係，インターネットを含む薬物を手に入れやすい環境などがあることにも適宜触

れるようにする。

イ 思考力，判断力，表現力等

現代社会と健康に関わる事象や情報から課題を発見し，疾病等のリスクの軽減，生活

の質の向上，健康を支える環境づくりなどと，解決方法を関連付けて考え，適切な方法

を選択し，それらを説明することができるようにする。

〈例示〉

・喫煙，飲酒，薬物乱用の防止について，我が国のこれまでの取組を個人への働きかけと

社会環境への対策の面から分析したり，諸外国と比較したりして，防止策を評価するこ

と。

（4）健康を支える環境づくり

（4） 健康を支える環境づくりについて，自他や社会の課題を発見し，その解決を目指

した活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 健康を支える環境づくりについて理解を深めること。

（ｳ）保健・医療制度及び地域の保健・医療機関

生涯を通じて健康を保持増進するには，保健・医療制度や地域の保健所，保健センタ

ー，医療機関などを適切に活用することが必要であること。

また，医薬品は，有効性や安全性が審査されており，販売には制限があること。疾病か

らの回復や悪化の防止には，医薬品を正しく使用することが有効であること。

イ 健康を支える環境づくりに関する情報から課題を発見し，健康に関する原則や概念に

着目して解決の方法を思考し判断するとともに，それらを表現すること。



ア 知識

（ｳ）保健・医療制度及び地域の保健・医療機関

㋐ 我が国の保健・医療制度

我が国には，人々の健康を支えるための保健・医療制度が存在し，行政及びその他の

機関などから健康に関する情報，医療の供給，医療費の保障も含めた保健・医療サービ

スなどが提供されていることについて理解できるようにする。

その際，介護保険，臓器移植，献血の制度があることについても適宜触れるようにする

。

㋑ 地域の保健・医療機関の活用

健康を保持増進するためには，検診などを通して自己の健康上の課題を的確に把握

し，地域の保健所や保健センターなどの保健機関，病院や診療所などの医療機関，及び



保健・医療サービスなどを適切に活用していくことなどが必要であることについて理解

できるようにする。

その際，心身の健康の保持増進にとって，豊かなスポーツライフの実現が重要である

ことから，生涯スポーツの実践を支える環境づくりやその活用についても触れるように

する。

㋒ 医薬品の制度とその活用

医薬品は，医療用医薬品，要指導医薬品，一般用医薬品の三つに大別され，承認制度

によってその有効性や安全性が審査されており，販売に規制が設けられていることにつ

いて理解できるようにする。また，疾病からの回復や悪化の防止には，個々の医薬品の

特性を理解した上で，使用法に関する注意を守り，正しく使うことが必要であることに

ついて理解できるようにする。その際，副作用については，予期できるものと，予期す

ることが困難なものとがあることにも触れるようにする。

イ 思考力，判断力，表現力等

健康を支える環境づくりに関わる情報から課題を発見し，疾病等のリスクの軽減，生

活の質の向上，健康を支える環境づくりなどと，解決方法を関連付けて考え，適切な整

備や活用方法を選択し，それらを説明することができるようにする。

〈例示〉

・医薬品の制度とその活用について，医薬品には承認制度があり，販売に規制が設けられ

ていることと関連付けながら，生活の質の向上のために利用の仕方を整理すること。

４ 内容の取扱い

（3）内容の（1）のアの（ｴ）については，疾病との関連，社会への影響などについて総

合的に取り扱い，薬物については，麻薬，覚醒剤，大麻等を取り扱うものとする。


